
ふ 

る 

さ 

と 

再 

発 

見

地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
�

　
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
杉
山
佳
恵
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

活
動
期
間
も
残
り
1
年
を
切
り
ま

し
た
。
本
当
に
、
あ
っ
と
い
う
間

の
２
年
間
で
し
た
。

　
２
年
目
は
、
銀
水
や
市
内
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
県
内
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
協
力
し
て
長
崎
駅

前
で
物
産
展
を
行
っ
た
り
、
福
江

島
で
開
催
さ
れ
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
た
り
、
名

古
屋
で
開
催
さ
れ
た
移
住
相
談
会

に
参
加
し
た
り
…
。「
島
原
市
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
よ
う
！
」
と

活
動
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
活

動
の
中
で
都
会
で
の
地
方
へ
の
関

心
の
高
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

地
方
か
ら
届
け
ら
れ
た
新
鮮
な

野
菜
や
魚
は
値
段
が
高
く
て
も
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
東
京
都
内
に
あ
る
地
方
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
物
産
展
に
は

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
都
会
で
は
、
移
住
相

談
会
が
毎
週
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

２
年
間
、
島
原
市
で
暮
ら
し
て

「
島
原
に
は
暮
ら
し
て
み
て
分
か
る

良
さ
が
あ
る
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
島
原
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
！
」

そ
れ
を
目
標
に
３
年
目
は
移
住
に

関
す
る
活
動
も
少
し
ず
つ
増
や
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
政
策
企
画
課

　
（
☎
�
８
０
１
２
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
杉
山 

佳
恵

　
松
平
忠
雄
公
は
１
６
７
３（
延
宝
元
）

年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
忠
雄
公
は
の
ち

に
忠
房
公
の
養
子
に
な
り
ま
す
が
、
実

の
父
は
深
溝
松
平
家
の
分
家
筋
に
あ
た

る
旗
本
・
松
平
伊こ

れ
ゆ
き行

で
す
。

　
忠
房
公
の
長
男
・
好
房
は
、
忠
房
公

が
島
原
に
入
る
直
前
、
１
６
６
９
（
寛

文
９
）
年
に
亡
く
な
り

ま
す
。
好
房
の
没
後
、

跡
継
ぎ
は
当
初
、
次
男

の
忠た

だ
み
ち倫

と
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
忠
房
公
は

１
６
８
６
（
貞
享
３
）

年
に
養
子
に
し
て
い
た

忠
雄
公
を
、
１
６
９
１

（
元
禄
４
）
年
に
跡
継

ぎ
と
し
、
忠
倫
を
隠
居

さ
せ
ま
し
た
（
廃
嫡
）。

　
１
６
９
８
（
元
禄
11
）

年
、
忠
雄
公
は
忠
房
公
よ
り
家
督
を
譲

ら
れ
、
藩
主
と
な
り
ま
す
。

　
１
７
０
６
（
宝
永
３
）
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
、
忠
雄
公
は
領
内
の
検
地
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
検
地
は
長
ら
く
島

原
藩
政
の
基
本
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

こ
れ
を
元
に
作
成
さ
れ
た
島
原
半
島
33

箇
村
の
石
高
や
人
口
、
産
物
や
旧
跡
な

ど
の
詳
細
な
記
録
は
、「
島
原
大
概
様

子
書
」
と
し
て
後
年
に
伝
わ
り
、
江
戸

時
代
の
村
の
様
子
が
分
か
る
資
料
と
し

て
多
々
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
忠
雄
公
の
島
原
藩
主
と
し
て
の
在
位

は
、
歴
代
の
中
で
最
も
長
い
37
年
に
及

び
ま
し
た
。
そ
の
間
、

藩
の
財
政
に
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
凶
作
や
、

跡
を
継
ぐ
男
子
や
養
子

ま
で
も
相
次
い
で
先
立

た
れ
る
と
い
う
、
厳
し

い
現
実
に
も
直
面
し
ま

し
た
。

　
忠
雄
公
は
１
７
３
５

（
享
保
20
）
年
、
家
督

を
養
子
の
忠
長
（
の
ち

の
忠た

だ
み俔

公
）
に
譲
っ
て

隠
居
し
、
翌
年
、
江
戸
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
忠
房
公
と
同
様
に
三
河
国
深
溝

（
現
在
の
愛
知
県
幸
田
町
）
に
埋
葬
さ

れ
ま
し
た
が
、
藩
主
と
し
て
は
唯
一
、

市
内
の
本
光
寺
に
も
墓
碑
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
学
芸
員　
吉
田 

信
也
）

第
６
代
島
原
城
主　
松
平 

忠
雄
（
１
６
７
３
‐
１
７
３
６
年
）
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本光寺 (本光寺町）にある忠雄公の墓碑


